
告

示

福
島
県
告
示
第
六
百
四
十
六
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
四
十
九
条
の
規
定(

中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。)

に
よ
り
、

医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

穴
田
歯
科
医
院

双
葉
郡
富
岡
町
夜
の
森
南
三
│
五
四

平
成
二
〇
年

七
月
六
日

オ
レ
ン
ジ
薬
局
き
も
と

会
津
若
松
市
昭
和
町
二
│
二
一

同

年

八
月
一
日

そ
う
ご
う
薬
局
本
宮
店

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
一
一
七
│
三

同

年

九
月
一
日

(

社
会
福
祉
課)

福
島
県
告
示
第
六
百
四
十
七
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
条
の
二
の
規
定(

中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。)

に
よ
り
、

次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

所

在

地

名

称

変

更

前

変

更

後

大
野
北
町
診
療
所

石
川
郡
石
川
町
字
古
舘
三
四

石
川
郡
石
川
町
字
古
舘
三
五

〇

六
│
一

(

社
会
福
祉
課)

福
島
県
告
示
第
六
百
四
十
八
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
条
の
二
の
規
定(

中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。)

に
よ
り
、

次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

名

称

所

在

地

廃
止
年
月
日

福
島
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

福
島
市
栄
町
七
│
三
二
吾
妻
ビ
ル
二
階

平
成
一
九
年

八
月
一
六
日

財
団
法
人
会
田
病
院
附
属
浅
川

石
川
郡
浅
川
町
簑
輪
字
山
敷
田
七
五

平
成
二
〇
年

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

六
月
三
〇
日

穴
田
歯
科
医
院

双
葉
郡
富
岡
町
夜
の
森
南
三
│
五
四

同

年

七
月
五
日

(

社
会
福
祉
課)

福
島
県
告
示
第
六
百
四
十
九
号
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

告

示

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た

め
の
医
療
機
関
を
指
定
し
た
件

六
〇
六

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の

所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た

件

六
〇
六

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の

事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

六
〇
六

○
新
た
な
土
地
改
良
事
業
を
行
う
こ
と
を

認
可
し
た
件

六
〇
六

○
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨

通
知
が
あ
っ
た
件
二
件

六
〇
七

○
道
路
法
の
規
定
に
よ
り
管
理
協
定
を
締

結
し
た
件

六
〇
七

○
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
指
定

す
る
件

六
〇
七

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
件

六
〇
八

公

告

○
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
試
験
を
実
施
す
る

件

六
一
〇

正

誤

○
平
成
二
十
年
八
月
一
日
付
け
定
例
第
二

千
一
号
中

六
一
一



土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
四
十
八
条
第
九
項
で
準
用
す
る
同
法
第
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
富
岡
町
土
地
改
良
区
が
清
水
地
区
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

交
付
金
事
業(

基
盤
整
備)

に
係
る
新
た
な
土
地
改
良
事
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年
九

月
十
日
認
可
し
た
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

農
村
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
六
百
五
十
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
保

安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

田
村
市(

国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
方
法

一�

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

田
村
市(

国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

二�

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

三�

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
田
村
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

四�

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
図｣

及
び｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水

産
部
森
林
林
業
総
室
治
山
対
策
課
及
び
田
村
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)(

治
山
対
策
課)

福
島
県
告
示
第
六
百
五
十
一
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
保

安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

耶
麻
郡
北
塩
原
村
大
字
大
塩
字
平
喰
八
六
五
一
の
一
地
先
・
八
六
五
四
地
先
・
八
六
五
六
地
先
・

八
六
五
七
地
先
・
八
六
五
八
地
先(

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

、
八
六
五
八
、
字
太
田
五
九

六
九

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
方
法

一�

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

二�

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
北
塩
原
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

三�

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
図｣

及
び｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水

産
部
治
山
対
策
課
及
び
北
塩
原
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

(

治
山
対
策
課)

福
島
県
告
示
第
六
百
五
十
二
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
百
八
十
号)

第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
十
三
日
付
け
で
締
結
し
た
道
路
の
管
理
に
関
す
る
協
定
の
一
部
を
変
更
す

る
協
定
を
次
の
と
お
り
締
結
し
た
。

な
お
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
一
日
付
け
で
締
結
し
た
道
路
の
管
理
に
関
す
る
協
定(

黒
川
橋
管
理
協

定)

は
、
平
成
二
十
年
八
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
し
た
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

協
定
の
対
象
と
な
る
道
路
の
区
域
に
栃
木
県
那
須
郡
那
須
町
と
福
島
県
西
白
河
郡
西
郷
村
間
の
黒

川
流
域
に
架
設
の
県
道
那
須
甲
子
線
黒
川
橋
を
加
え
、
そ
の
管
理
は
栃
木
県
が
行
う
。

二

黒
川
橋
の
管
理
に
要
す
る
費
用
は
、
栃
木
県
と
福
島
県
が
折
半
し
て
負
担
す
る
。

三

こ
の
協
定
は
、
平
成
二
十
年
九
月
一
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
六
百
五
十
三
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
土
地
の
区
域
の
名
称

樋
ノ
口

二

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
土
地
の
区
域
の
表
示

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
標
柱
十
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標

柱
十
六
号
と
標
柱
一
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
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白
河
市
大
信
下
小
屋

字
樋
ノ
口

二
十
五
番

一
号

二
十
六
番

二
号

字
久
保
入

三
百
六
番

三
号
及
び
四
号

三
百
五
番

五
号
、
六
号
及
び
七
号

三
百
三
番

八
号

三
百
五
番

九
号

字
樋
ノ
口

六
十
三
番

十
号
及
び
十
一
号

六
十
二
番

十
二
号

六
十
一
番

十
三
号
、
十
四
号
及
び
十
五
号

二
十
八
番

十
六
号

(

砂

防

課)

福
島
県
告
示
第
六
百
五
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
六
条
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

土
砂
災
害
警
戒
区
域

土
砂
災
害
の
発
生

区

域

名

区

域

原
因
と
な
る
自
然

区
域
の
範
囲

現
象
の
種
類

赤
坂

伊
達
郡
川
俣
町
字
赤
坂

急
傾
斜
地
の
崩
壊

油
田

同

郡
同

町
大
字
鶴
沢
字
油
田

急
傾
斜
地
の
崩
壊

鍛
治
内

同

郡
同

町
大
字
鶴
沢
字
鍛
治
内

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
ノ
坊

同

郡
同

町
大
字
羽
田
字
山
ノ
坊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

長
戸

同

郡
同

町
大
字
小
神
字
長
戸

急
傾
斜
地
の
崩
壊

柏
崎

同

郡
同

町
字
柏
崎

急
傾
斜
地
の
崩
壊

烏
合
内

同

郡
同

町
大
字
羽
田
字
烏
合
内

急
傾
斜
地
の
崩
壊

中
組
沢

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
三
百
田

土
石
流

水
ヶ
作
沢
一
号

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
擣
野

土
石
流

水
ヶ
作
沢
二
号

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
擣
野

土
石
流

擣
野
沢

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
擣
野

土
石
流

柳
ヶ
作
沢
二
号

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
柳
ヶ
作

土
石
流

中
平
沢

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
中
平

土
石
流

椿
ノ
沢

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
入
中
平

土
石
流

月
久
保
山
沢

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
笠
松

土
石
流

堂
ノ
前
沢
二
号

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
堂
ノ
前

土
石
流

当
内
敷
沢

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
当
内
敷

土
石
流

山
ノ
神
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
山
ノ
神

土
石
流

山
ノ
神
沢
二
号

同

郡
同

町
飯
坂
字
山
ノ
神

土
石
流

元
蘭
塔
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
元
蘭
塔

土
石
流

頭
陀
寺
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
頭
陀
寺

土
石
流

砂
田
沢
一
号

同

郡
同

町
飯
坂
字
砂
田

土
石
流

砂
田
川

同

郡
同

町
飯
坂
字
砂
田

土
石
流

猿
窪
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
猿
窪

土
石
流

大
木
戸

同

郡
同

町
飯
坂
字
大
木
戸

土
石
流

大
木
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
下
黒
石
ヶ
作

土
石
流

上
大
木
戸
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
峨
篭

土
石
流
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山
谷
沢
二
号

同

郡
同

町
飯
坂
字
山
谷

土
石
流

三
本
梨
子
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
三
本
梨
子

土
石
流

古
堂
道
内

同

郡
同

町
飯
坂
字
南
古
堂
道
内

土
石
流

万
所
内
山
沢

同

郡
同

町
大
字
東
福
沢
字
万
所

土
石
流

内
山

舘
ノ
腰
沢
一
号

同

郡
同

町
字
舘
ノ
腰

土
石
流

石
田
沢

同

郡
同

町
小
綱
木
字
石
田

土
石
流

大
木
田
沢

同

郡
同

町
大
綱
木
字
大
木
田

土
石
流

切
畑
沢

同

郡
同

町
大
綱
木
字
切
畑

土
石
流

御
前
作
沢

同

郡
同

町
大
綱
木
字
御
前
作

土
石
流

柳
ヶ
作
沢
四
号

同

郡
同

町
大
字
秋
山
字
柳
ヶ
作

土
石
流

原
沢

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
原

土
石
流

柳
ヶ
作
沢
一
号

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
柳
ヶ
作

土
石
流

芳
ヶ
作
沢
一
号

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
芳
ヶ
作

土
石
流

芳
ヶ
作
沢
二
号

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
芳
ヶ
作

土
石
流

柞
森
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
柞
森

土
石
流

小
柞
ヶ
作
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
小
柞
ヶ
作

土
石
流

柳
ヶ
窪
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
柳
ヶ
窪

土
石
流

空
窪
沢
一
号

同

郡
同

町
飯
坂
字
空
窪

土
石
流

空
窪
沢
二
号

同

郡
同

町
飯
坂
字
空
窪

土
石
流

空
窪
沢
三
号

同

郡
同

町
飯
坂
字
空
窪

土
石
流

切
伏
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
峠

土
石
流

茶
畑
沢

同

郡
同

町
大
綱
木
字
茶
畑

土
石
流

二

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

区
域
の
範
囲
及

土
砂
災
害
の
発
生

び
自
然
現
象
に

区

域

名

区

域

原
因
と
な
る
自
然

よ
り
建
築
物
に

現
象
の
種
類

作
用
す
る
と
想

定
さ
れ
る
衝
撃

赤
坂

伊
達
郡
川
俣
町
字
赤
坂

急
傾
斜
地
の
崩
壊

油
田

同

郡
同

町
大
字
鶴
沢
字
油
田

急
傾
斜
地
の
崩
壊

鍛
治
内

同

郡
同

町
大
字
鶴
沢
字
鍛
治
内

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
ノ
坊

同

郡
同

町
大
字
羽
田
字
山
ノ
坊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

長
戸

同

郡
同

町
大
字
小
神
字
長
戸

急
傾
斜
地
の
崩
壊

柏
崎

同

郡
同

町
字
柏
崎

急
傾
斜
地
の
崩
壊

烏
合
内

同

郡
同

町
大
字
羽
田
字
烏
合
内

急
傾
斜
地
の
崩
壊

中
組
沢

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
三
百
田

土
石
流

水
ヶ
作
沢
一
号

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
擣
野

土
石
流

擣
野
沢

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
擣
野

土
石
流

柳
ヶ
作
沢
二
号

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
柳
ヶ
作

土
石
流

椿
ノ
沢

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
入
中
平

土
石
流
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公

告

月
久
保
山
沢

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
笠
松

土
石
流

当
内
敷
沢

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
当
内
敷

土
石
流

山
ノ
神
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
山
ノ
神

土
石
流

山
ノ
神
沢
二
号

同

郡
同

町
飯
坂
字
山
ノ
神

土
石
流

元
蘭
塔
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
元
蘭
塔

土
石
流

砂
田
川

同

郡
同

町
飯
坂
字
砂
田

土
石
流

猿
窪
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
猿
窪

土
石
流

大
木
戸

同

郡
同

町
飯
坂
字
大
木
戸

土
石
流

大
木
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
下
黒
石
ヶ
作

土
石
流

上
大
木
戸
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
峨
篭

土
石
流

山
谷
沢
二
号

同

郡
同

町
飯
坂
字
山
谷

土
石
流

三
本
梨
子
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
三
本
梨
子

土
石
流

舘
ノ
腰
沢
一
号

同

郡
同

町
字
舘
ノ
腰

土
石
流

石
田
沢

同

郡
同

町
小
綱
木
字
石
田

土
石
流

大
木
田
沢

同

郡
同

町
大
綱
木
字
大
木
田

土
石
流

御
前
作
沢

同

郡
同

町
大
綱
木
字
御
前
作

土
石
流

柳
ヶ
作
沢
四
号

同

郡
同

町
大
字
秋
山
字
柳
ヶ
作

土
石
流

原
沢

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
原

土
石
流

柳
ヶ
作
沢
一
号

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
柳
ヶ
作

土
石
流

芳
ヶ
作
沢
一
号

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
芳
ヶ
作

土
石
流

芳
ヶ
作
沢
二
号

同

郡
同

町
大
字
小
島
字
芳
ヶ
作

土
石
流

柞
森
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
柞
森

土
石
流

小
柞
ヶ
作
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
小
柞
ヶ
作

土
石
流

柳
ヶ
窪
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
柳
ヶ
窪

土
石
流

空
窪
沢
一
号

同

郡
同

町
飯
坂
字
空
窪

土
石
流

空
窪
沢
二
号

同

郡
同

町
飯
坂
字
空
窪

土
石
流

切
伏
沢

同

郡
同

町
飯
坂
字
峠

土
石
流

茶
畑
沢

同

郡
同

町
大
綱
木
字
茶
畑

土
石
流

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
土
木
部
河
川
港
湾
総
室
砂
防
課
及
び
当
該
土
砂
災

害
警
戒
区
域
又
は
当
該
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
所
管
す
る
福
島
県
建
設
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。)

(

砂

防

課)

公
告
第
五
百
九
号

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
七
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

二
十
年
度
福
島
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

試
験
期
日
及
び
場
所

１

学
科
試
験

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日(

月)

午
前
十
時
開
始

郡
山
理
容
学
校

郡
山
市
富
久
山
町
久
保
田
字
水
神
山
四
十
五
番
地

２

実
施
試
験

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日(

月)

午
後
一
時
開
始

郡
山
理
容
学
校

郡
山
市
富
久
山
町
久
保
田
字
水
神
山
四
十
五
番
地

二

受
験
願
書
の
受
付
期
間

平
成
二
十
年
十
月
二
十
二
日(

水)

か
ら
同
月
三
十
一
日(

金)

ま
で
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【定価 １箇月 3,390円】 発行者 福 島 県
印刷所 株式会社 第 一 印 刷再生紙を使用しています

五
〇
一

ペ
ー
ジ

上 段

後
ろ
か

ら
一
三

行

福
島
県
現
金
出
納
員
印

(

福
島

県
立
耶
麻
農
業
高
等
学
校
用)

正

福
島
県
現
金
出
納
員
印

(

福
島

県
耶
麻
農
業
高
等
学
校
用)

誤

三

受
験
願
書
の
提
出
先

所
轄
の
福
島
県
保
健
所(

郡
山
市
又
は
い
わ
き
市
の
区
域
に
お
い
て
は
、
郡
山
市
保
健
所
又
は
い

わ
き
市
保
健
所
と
し
、
県
外
居
住
者
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
福
島
県
保
健
所
又
は
福
島
県
保
健
福

祉
部
健
康
衛
生
総
室
食
品
生
活
衛
生
課
と
す
る
。)

四

受
験
手
数
料

受
験
手
数
料
は
、
一
万
円
と
し
、
当
該
金
額
相
当
額
の
福
島
県
収
入
証
紙
を
受
験
願
書
に
は
っ
て

納
入
す
る
こ
と
。(

消
印
は
し
な
い
こ
と
。)

五

そ
の
他

試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
所
轄
の
福
島
県
保
健
所(

郡
山
市
又
は
い
わ
き
市
の
区
域
に
お
い
て

は
、
郡
山
市
保
健
所
又
は
い
わ
き
市
保
健
所)

又
は
福
島
県
保
健
福
祉
部
健
康
衛
生
総
室
食
品
生
活

衛
生
課
に
問
い
合
せ
る
こ
と
。

(

食
品
生
活
衛
生
課)

正

誤

○
平
成
二
十
年
八
月
一
日
付
け
定
例
第
二
千
一
号
中
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